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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定するステップと、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期
アクセス信号を決定するステップと、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定し、そ
れぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセス信号
を送信するステップとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有し、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分の初期アクセス信号を決
定するステップでは、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部ま
たは全部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを
決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成することを
特徴とする初期アクセス信号の送信方法。
【請求項２】
　前記識別情報は、
　前記同期ブロックを送信する送受信ポイント（ＴＲＰ）が位置する領域の識別子と、前
記同期ブロックを送信するＴＲＰの識別子と、前記同期ブロックを送信する時間情報と、
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前記同期ブロックを送信するのに用いられるビームの識別子とのうちの少なくとも１つを
含むことを特徴とする請求項１に記載の初期アクセス信号の送信方法。
【請求項３】
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分に対応し、ま
たは、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応することを特徴とする請求項１に記載の初期アクセス信号の送信方法。
【請求項４】
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定する場
合、
　前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または
全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定することを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の初期アク
セス信号の送信方法。
【請求項５】
　同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック内の少なくとも１つの
成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別情報に基づいて決定されたものであることを
特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の初期アクセス信号の送信方法
。
【請求項６】
　同期ブロックを検索するステップと、
　前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前記少なくとも１つの成
分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する
前記同期ブロックの識別情報を決定するステップとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有し、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なく
とも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する場合、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定することを特徴とする初期アク
セス信号の受信方法。
【請求項７】
　前記識別情報は、
　前記同期ブロックを送信する送受信ポイント（ＴＲＰ）が位置する領域の識別子と、前
記同期ブロックを送信するＴＲＰの識別子と、前記同期ブロックを送信する時間情報と、
前記同期ブロックを送信するのに用いられるビームの識別子とのうちの少なくとも１つを
含むことを特徴とする請求項６に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項８】
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分に対応し、ま
たは、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
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対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応することを特徴とする請求項６に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項９】
　同期ブロックを検索する場合、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索することを特徴とする請求項６ないし請求項８のいず
れか１項に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項１０】
　同期ブロックを検索する場合、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索することを特徴とする請求
項６ないし請求項８のいずれか１項に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項１１】
　同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック内の少なくとも１つの
成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基づいて決定されたものであることを特
徴とする請求項６ないし請求項８のいずれか１項に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項１２】
　同期ブロックを検索する場合、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定することを特徴とする請求項６ないし請求項８のい
ずれか１項に記載の初期アクセス信号の受信方法。
【請求項１３】
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定する第１決定モジュールと
、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期
アクセス信号を決定し、また、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-
周波数リソースを決定する第２決定モジュールと、
　それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセス
信号を送信する伝送モジュールとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有し、
　前記第２決定モジュールは、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部ま
たは全部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを
決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成することを
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特徴とする初期アクセス信号の送信装置。
【請求項１４】
　前記第２決定モジュールは、
　前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または
全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定することを特徴とする請求項１３に記載の初期アクセス信号の送信装置。
【請求項１５】
　同期ブロックを検索する検索モジュールと、
　前記検索モジュールが前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前
記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する処理モジュールとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有し、
　前記処理モジュールは、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定することを特徴とする初期アク
セス信号の受信装置。
【請求項１６】
　前記検索モジュールは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索することを特徴とする請求項１５に記載の初期アクセ
ス信号の受信装置。
【請求項１７】
　前記検索モジュールは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索することを特徴とする請求
項１５または請求項１６に記載の初期アクセス信号の受信装置。
【請求項１８】
　前記検索モジュールは、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
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　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定することを特徴とする請求項１５または請求項１６
に記載の初期アクセス信号の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術分野に関し、特に、初期アクセス信号の伝送方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムは、ダウンリンクでデータを送信し、アップリンクでデータを受信するた
めの少なくとも１つのネットワーク側送信受信ポイント（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ Ｒ
ｅｃｅｐｔｉｏｎ Ｐｏｉｎｔ、ＴＲＰ）およびユーザ機器（Ｕｓｅｒ Ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ、ＵＥ）を含む。ＵＥに電源が投入された後、ネットワークにアクセスするためのＵＥ
は少なくとも１つのＴＲＰを見つけ出し、そのＴＲＰを通してネットワークにアクセスし
なければならない。ネットワークが複数のＴＲＰを含む場合、ＵＥはいずれかのＴＲＰを
介してネットワークにアクセスすることができる。例えば、セルラネットワーク内の各Ｔ
ＲＰはセル（ｃｅｌｌ）として構成することができ、各セルは独立した信号を送信し、Ｕ
Ｅは異なるセルの信号を検出し、次いでネットワークへのアクセスのためにセルの１つを
選択する。これは初期アクセスと呼ばれる。別の例では、セルラネットワーク内の複数の
ＴＲＰが１個のセルとして構成され、ＵＥは異なるセルの信号を検出し、次いでネットワ
ークへのアクセスのためにセルのうちの１つを選択する。
【０００３】
　ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、ＬＴＥ）シ
ステムにおける同期信号（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ Ｓｉｇｎａｌ）は、一次同
期信号（Ｐｒｉｍａｒｙ Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ Ｓｉｇｎａｌ、ＰＳＳ）及び
二次同期信号（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ Ｓｉｇｎａｌ、Ｓ
ＳＳ）を含む。サブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）レベルで時間領域で同期があり得る。
各セル（またはＴＲＰ）はそれぞれのＰＳＳまたはＳＳＳを送信する。各セルのＰＳＳま
たはＳＳＳの基本シーケンスは、そのセルのセルＩＤに対応する。ＵＥは、セルのＰＳＳ
またはＳＳＳを検出すると、セルの対応するセルＩＤを取得する。ＵＥは、ＰＳＳまたは
ＳＳＳの異なるセルを検出し、アクセスする信号が最も強いセルを選択する。
【０００４】
　現在、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳまたはＳＳＳの帯域幅は、６つの物理リソースブ
ロック（ＰＲＢ）、すなわち１．０８ＭＨｚであり、同期信号は、各セルのシステム帯域
幅の中心で送信されるものとする。セルごとに１つのＰＳＳ及びＳＳＳを送信する。１．
４ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、１５ＭＨｚ、および２０ＭＨｚを含む、セルのいくつ
かの帯域幅があり得る。ＵＥが電源投入されてセルにアクセスする前に、ＵＥはセルのシ
ステム帯域幅もセルの中心周波数の位置も知らない。ＵＥは、通常、セルの可能性のある
すべての中心周波数を１００ＫＨｚの精度で検索する。ＵＥがＰＳＳまたはＳＳＳを検出
すると、ＵＥがセルの中心周波数を検出することに成功したことを意味し、そして、ＵＥ
は、セルの一般情報、例えばマスタ情報ブロック（（Ｍａｓｔｅｒ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ Ｂｌｏｃｋ、ＭＩＢ）を復調して、セル周波数の開始位置および終了位置を取得す
る。
【０００５】
　従来の通信システムは一般的に低周波数帯域に配置されており、サイト側（例えば基地
局またはＴＲＰ）に少数のアンテナがある。将来の通信システムは０．４ＧＨｚから１０
０ＧＨｚの範囲で展開され、低周波数帯域におけるチャネル性能は高周波数帯域における
それとは非常に異なるので、高周波数帯域における経路損失（ｐａｔｈｌｏｓｓ）はそれ
よりはるかに高い。低周波数帯域では、ＴＲＰのカバーエリアは急激に狭くなる。十分な
カバレージエリアを提供するために、ますます多くのＴＲＰが配置されなければならない
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。さらに、将来の通信システムにおけるアンテナの数は、数百から数千にも劇的に増大し
、多数のアンテナはビームフォーミングによって狭く形成されたビームを生成し、ビーム
内カバレッジはビーム利得のために改善され得る。しかしながら、ビームが狭くなってい
るので、各ビームでカバーすることができる角度が小さくなり、セルは、セル全体をカバ
ーすることができるように異なる方向を向くように複数のビームを備えるべきである。し
たがって、ネットワーク内の配置密度が増大するにつれて、ＴＲＰが静止して複数の狭い
ビームを形成することによってネットワークのカバレージエリアを提供する場合、ＴＲＰ
の数、および通信システム内のビームの数は膨大になる。これは、初期アクセスのプロセ
スにおいて、送信された初期アクセス信号に関する情報を識別することは、ＵＥにとって
大きな課題となり得る。
【０００６】
　要約すると、ネットワーク内の配置密度が増加するにつれて、ＴＲＰの数及びビームの
数が増加するので、ネットワーク内の配置密度が増加するにつれて、ＴＲＰの数が増加し
、ビームの数が増加するので、同期信号の送信および検出に対する従来の解決策は、将来
の通信システムにおけるネットワークの広いカバレージエリアへのアクセスに、適用でき
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明に係る実施例は初期アクセス信号の伝送方法及び装置を提供し、ネットワーク内
の配置密度が増加するにつれて、ＴＲＰの数及びビームの数が増加するので、同期信号の
送信および検出に対する従来の解決策が、将来の通信システムにおけるネットワークの広
いカバレージエリアへのアクセスに、適用できない問題点を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の態様によれば、初期アクセス信号の送信方法は、
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定するステップと、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期
アクセス信号を決定するステップと、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定し、そ
れぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセス信号
を送信するステップとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有しする。
　可能な実施形態では、前記識別情報は、前記同期ブロックを送信する送受信ポイント（
ＴＲＰ）が位置する領域の識別子と、前記同期ブロックを送信するＴＲＰの識別子と、前
記同期ブロックを送信する時間情報と、前記同期ブロックを送信するのに用いられるビー
ムの識別子とのうちの少なくとも１つを含む。
【０００９】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
　可能な実施形態では、前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分の
初期アクセス信号を決定するステップでは、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部ま
たは全部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを
決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
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【００１０】
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数
リソースを決定するステップでは、
　前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または
全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定する。
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なく
とも２つであれば、
　前記成分の少なくとも２つの時間-周波数における位置から、１つを選出して前記成分
の最後の時間-周波数における位置とする。
【００１１】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別情報に基づいて決定さ
れたものである。
【００１２】
　第２の態様によれば、初期アクセス信号の受信方法は、
　同期ブロックを検索するステップと、
　前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前記少なくとも１つの成
分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する
前記同期ブロックの識別情報を決定するステップとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
　可能な実施形態では、前記識別情報は、前記同期ブロックを送信する送受信ポイント（
ＴＲＰ）が位置する領域の識別子と、前記同期ブロックを送信するＴＲＰの識別子と、前
記同期ブロックを送信する時間情報と、前記同期ブロックを送信するのに用いられるビー
ムの識別子とのうちの少なくとも１つを含む。
【００１３】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
【００１４】
　可能な実施形態では、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号
に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する
ステップでは、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
スに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定し
、または、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【００１５】
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　可能な実施形態では、同期ブロックを検索するステップでは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【００１６】
　可能な実施形態では、同期ブロックを検索するステップでは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【００１７】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基づいて決定され
たものである。
　可能な実施形態では、同期ブロックを検索するステップでは、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【００１８】
　第３の態様によれば、初期アクセス信号の送信装置は、
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定する第１決定モジュールと
、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期
アクセス信号を決定し、また、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-
周波数リソースを決定する第２決定モジュールと、
　それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセス
信号を送信する伝送モジュールとを備え。
【００１９】
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
【００２０】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
　可能な実施形態では、前記第２決定モジュールは、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部ま
たは全部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを
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決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
【００２１】
　可能な実施形態では、前記第２決定モジュールは、
　前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または
全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定する。
【００２２】
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なく
とも２つであれば、前記第２決定モジュールは、
　前記成分の少なくとも２つの時間-周波数における位置から、１つを選出して前記成分
の最後の時間-周波数における位置とする。
【００２３】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別情報に基づいて決定さ
れたものである。
　第４の態様によれば、初期アクセス信号の受信装置は、
　同期ブロックを検索する検索モジュールと、
　前記検索モジュールが前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前
記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する処理モジュールとを備え、
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
【００２４】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
　可能な実施形態では、前記処理モジュールは、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
スに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定し
、または、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【００２５】
　可能な実施形態では、前記検索モジュールは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【００２６】
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　可能な実施形態では、前記検索モジュールは、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【００２７】
　可能な実施形態では、前記検索モジュールは、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【００２８】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基づいて決定され
たものである。
　第５の態様によれば、初期アクセス信号の送信装置は、送受信機と、前記送受信機に接
続される少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、送信待機の同期ブロッ
クの少なくとも１つの識別情報を決定し、前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝
送するための少なくとも２つの成分が含まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる
時間-周波数リソースを占有し、前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれ
の成分において伝送される初期アクセス信号を決定し、また、前記同期ブロック内のそれ
ぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定し、それぞれの成分に占有された時
間-周波数リソースにおいて、送受信機により、前記成分の初期アクセス信号を送信し、
　前記送受信機は、プロセッサの制御によりデータを送受信する。
【００２９】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
　可能な実施形態では、プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または全
部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定し
、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
【００３０】
　可能な実施形態では、プロセッサはメモリに格納されたプルグラムを読み出し、前記同
期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または全部のビ
ット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
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における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定する。
【００３１】
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なく
とも２つであれば、プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、前記成分
の少なくとも２つの時間-周波数における位置から、１つを選出して前記成分の最後の時
間-周波数における位置とする。
【００３２】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基づいて決定され
たものである。
【００３３】
　第６の態様によれば、初期アクセス信号の受信装置は、送受信機と、前記送受信機に接
続される少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、
　送受信機により、同期ブロックを検索し、前記同期ブロックには、初期アクセス信号を
伝送するための少なくとも２つの成分が含まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異な
る時間-周波数リソースを占有し、
　前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前記少なくとも１つの成
分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する
前記同期ブロックの識別情報を決定し、
　前記送受信機は、プロセッサの制御によりデータを送受信する。
【００３４】
　可能な実施形態では、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１
つの成分に対応し、または、
　前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つの成分に
対応し、または、
　前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの成分
に対応する。
　可能な実施形態では、前記プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
スに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定し
、または、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【００３５】
　可能な実施形態では、プロセッサは、メモリに格納されたプルグラムを読み出し、所定
の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記同期ブ
ロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【００３６】
　可能な実施形態では、プロセッサはメモリに格納されたプルグラムを読み出し、所定の
前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前記同期ブ
ロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
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-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索する。
【００３７】
　可能な実施形態では、プロセッサはメモリに格納されたプルグラムを読み出し、前記同
期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基づき、前
記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位置を決定
し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【００３８】
　可能な実施形態では、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロック
内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基づいて決定され
たものである。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明に係る実施例によれば、ネットワーク側は、まず同期ブロックの識別情報を決定
し、識別情報に基づき、同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期アクセ
ス信号を決定することにより、それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおい
て、前記成分の初期アクセス信号を送信する。同期ブロックにより初期アクセス信号を定
義し、同期ブロックの識別情報と当該同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送され
る初期アクセス信号及び/または時間-周波数における位置間のマッピング関係を定義して
、ユーザ機器が見つけた初期アクセス信号に基づいて、当該同期ブロックの識別情報を取
得することができるようになる。同期ブロックの識別情報が当該同期ブロック伝送の初期
アクセス信号の伝送と関連するため、ユーザ機器が初期アクセス信号伝送の関連情報を識
別する複雑さを低減することができる。また、同期ブロック内の少なくとも１つの成分に
対応する候補シーケンスの数を制御することにより、ユーザ機器の同期検索の複雑さをさ
らに低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施例に係る２つの同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数を
示す図である。
【図２】本発明の実施例に係る１つの同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数におけ
る位置及び第２の成分候補の時間-周波数における位置を示す図である。
【図３】本発明の実施例に係る初期アクセス信号の送信方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例に係る初期アクセス信号の受信方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例に係る初期アクセス信号の送信装置を示す図である。
【図６】本発明の実施例に係るネットワーク機器を示す図である。
【図７】本発明の実施例に係る初期アクセス信号の送信装置を示す図である。
【図８】本発明の実施例に係るユーザ機器を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　本発明に係る実施例の目的、技術案及びメリットをより明確にするため、以下、本発明
に係る実施例の図面を参考しながら、本発明に係る実施例の技術案を明確かつ完全に説明
する。説明した実施例は本発明の一部の実施例にすぎず、全部の実施例ではないのが明ら
かである。本発明の実施例に基づき、当業者は、創造性作業を行わない限りに得られた他
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の実施例は、全部本発明の保護範囲に属する。
【００４２】
　本発明の技術案は多様な通信システムに応用することができる。例えば、ＧＳＭ(登録
商標)（Ｇｌｏｂａｌ Ｓｙｓｔｅｍ ｏｆ Ｍｏｂｉｌｅ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）
システム、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ）シ
ステム、ＷＣＤＭＡ(登録商標)（Ｗｉｄｅｂａｎｄ Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ）システム、ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ Ｐａｃｋｅｔ Ｒａｄ
ｉｏ Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システム、
ＬＴＥ-Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ ｌｏｎｇ ｔｅｒｍ ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システム、ＵＭ
ＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｙｓ
ｔｅｍ）等に応用できる。
【００４３】
　また、本発明に係る実施例において、ＵＥは、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ Ｓｔａｔｉｏｎ）
、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｌｅｐｈｏｎ
ｅ）、携帯（ｈａｎｄｓｅｔ）及び携帯機器（ｐｏｒｔａｂｌｅ ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
を含むが、それに限られない。当該ユーザ設備は、ＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ、ＲＡＮ）を介して１つまたは複数のコアネットワークと通信することがで
きる。例えば、ユーザ設備は、ＭＴ（Ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｐｈｏｎｅとも呼ばれる）、無
線通信機能を有するコンピュータなどを含むこともできる。ユーザ設備は、携帯式、ポケ
ット式、手持ち式、コンピュータに内蔵されるかまたは、車載の移動装置であることもで
きる。
【００４４】
　本発明に係る実施例において、基地局（たとえば、アクセスポイント）は、エアインタ
フェースを介して１つまたは複数のセクタにわたって無線端末と通信するアクセスネット
ワーク内のデバイスであることができる。基地局は、受信したエアフレームをＩＰパケッ
トに、そして受信したＩＰパケットをエアフレームに変換し、無線端末とアクセスネット
ワークの残りの構成要素との間のルータとして動作するように構成することができる。こ
こで、アクセスネットワークの残り部分は、インターネットプロトコル（ＩＰ）ネットワ
ークを含むことができる。基地局エアインタフェースに関する属性管理をさらに調整する
ことができ、例えば、基地局は、ＧＳＭまたはＣＤＭＡシステムにおける（Ｂａｓｅ Ｔ
ｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ Ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＴＳ）であり得るか、またはＷＣＤＭＡにお
ける基地局（ＮｏｄｅＢ）であり得る。しかし、本発明はそれに限定されないが、LTEシ
ステムにおける進化型基地局（ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢまたはｅ－ＮｏｄｅＢ、ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎａｌ ＮｏｄｅＢ）であることもできる。
【００４５】
　まず、本発明に係る実施例に記載される技術用語について説明する。
【００４６】
　本発明に係る実施例では、初期アクセス信号（Ｉｎｉｔｉａｌ Ａｃｃｅｓｓ Ｓｉｇｎ
ａｌ、ＩＡＳ）は、一般に、ユーザ機器がネットワークにアクセスするために必要とされ
る信号の総数を指し、そして１つまたは複数の信号を含むことができる。ＩＡＳを使用し
て、１つまたは複数の機能、たとえば、セル同期、時間または周波数領域での同期、セル
のシステム情報の受信などを実行することができる。
【００４７】
　本発明に係る実施例では、同期ブロックにより初期アクセス信号を定義する。同期ブロ
ックは、時間-周波数リソースブロック、及び当該時間-周波数リソースブロックにおいて
伝送されるべき初期アクセス信号を指す。同期ブロックにおいて初期アクセス信号を送信
するための時間-周波数リソースは、当該同期ブロックに対応する時間-周波数リソースブ
ロックのうちの一部、または、全部の時間-周波数リソースであり得る。
【００４８】
　好ましくは、ネットワーク側は複数の同期ブロックを送信することができ、各同期ブロ
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ックは周期的に送信することができる。図１は、本発明の一実施形態によるネットワーク
側によって送信される２つの異なる同期ブロックの例を示している。図示されているよう
に、横軸方向の１つの正方形は、１つの直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘ、ＯＦＤＭ）シンボルまたは複
数のＯＦＤＭシンボルを表す。縦軸方向の正方形はいくつかのサブキャリアを表し、それ
らは連続していてもよく、あるいは、離散的、例えば７２個のサブキャリアであってもよ
い。図示のように、２つの同期ブロックには同じ時間周波数および異なる周波数リソース
があり、すなわち、２つの同期ブロックは周波数分割モードで多重化される。同期ブロッ
ク内の２つのコンポーネントは、異なる時間リソースにまたがっている。図示のように、
第１成分及び第２成分は同じ帯域幅を占有するが、この実施形態はそれに限定されず、そ
れらは異なる帯域幅を占有することもできる。２つの同期ブロックの第１成分の初期アク
セス信号（第１成分シーケンスと呼ばれる）は同様であり、いずれもＳＳ１である。２つ
の同期ブロックの第２成分の初期アクセス信号（第２成分シーケンスと呼ばれる）は、異
なり、それぞれがＳＳ３及びＳＳ３である。
【００４９】
　ネットワーク側は、１つの領域において複数の同期ブロックを送信することができる。
１つの領域は、１つの従来のセル、または、１つのシステム情報領域（ｓｙｓｔｅｍ ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｒｅａ）などに対応する。一例としてセルを考えると、複数の
ＴＲＰがセル内に配置されている場合、ネットワーク側は各ＴＲＰを通して同期ブロック
を送信することができる。または、ＴＲＰがセル内に配置され、ＴＲＰがビームフォーミ
ングを介して複数のビーム方向に信号を送信することができる場合、ネットワーク側はＴ
ＲＰを介して各ビーム方向に同期ブロックを送信することができる。または、セル内に複
数のＴＲＰが配置され、各ＴＲＰがビームフォーミングを介して複数のビーム方向に信号
を送信できる場合、ネットワーク側は各ＴＲＰを介して各ビーム方向に同期ブロックを送
信することができる。
【００５０】
　本発明に係る実施例では、同期ブロックに少なくとも２つの初期アクセス信号を伝送す
るための成分（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）が含まれる。異なる成分は、当該同期ブロックの異
なる時間-周波数リソースを占有し、各成分はその成分に占有された時間-周波数リソース
と、その成分に占有された時間-周波数リソースを介して送信されるべき初期アクセス信
号とを指す。同期ブロック内の成分は、時間同期、周波数同期、セルの識別、ＴＲＰの識
別、ビームの識別などの機能を提供することができる。
【００５１】
　好ましくは、同期ブロック内の異なる成分において、異なる初期アクセス信号が伝送さ
れる。
【００５２】
　可能の実施形態では、同期ブロック内のそれぞれの成分の相対的な時間-周波数におけ
る位置は固定されており、第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周
波数における位置間の関係を示す。当該第１対応関係は、プロトコルにより約定されるこ
とができ、事前に定義されることもでき、また、ネットワーク側により決定された後にユ
ーザ機器に通知されることもできる。例えば、ネットワーク側は、候補の第１の対応関係
の集合から第１の対応関係を選択し、第１の対応関係の集合中の選択された第１の対応関
係のインデックスをユーザ機器に通知する。 
【００５３】
　たとえば、同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数における位置は（Ｆ１,Ｔ１）で
ある。ここでＦ１は周波数領域位置であり、Ｔ１は時間領域位置である。Ｆ１は、第１の
成分に占有された時間-周波数リソース中の最低周波数、中間周波数、または、最高周波
数である。Ｔ１は、第１の成分に占有された時間-周波数リソースのうち、最も早い時刻
、最も遅い時刻、または中間の時刻のいずれかであり得る。当該同期ブロック内の第２の
成分の時間-周波数における位置は、（Ｆ１+ｍ１, Ｔ１+ｎ１）であり、ｍ１及びｎ１は
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固定値であり、プロトコルで約定されてもよく、または、ユーザ機器に対してネットワー
ク側によって設定することができる（たとえば、他のネットワークによりユーザ機器に対
して設定する）。第３の成分の時間-周波数における位置は（Ｆ１+ｍ２, Ｔ１+ｎ２）で
あり、ｍ２及びｎ２は固定値であり、プロトコルで約定されてもよく、または、ユーザ機
器に対してネットワーク側によって設定することができ、このように、類推することがで
きる。
【００５４】
　好ましくは、同期ブロック内の少なくとも２つの成は、それらの伝送順序でインデック
スを付けることができる。
【００５５】
　可能の実施形態では、同期ブロック内に１つまたは複数の成分に、少なくとも２つの候
補の時間-周波数における位置があり、ネットワーク側は、候補の時間-周波数における位
置のうちの１つを選択する。
【００５６】
　たとえば、第２の成分の時間-周波数における位置が、第２の成分候補の時間-周波数に
おける位置からネットワーク側によって選択される場合、当該成分候補の時間-周波数に
おける位置の数、および特定の時間-周波数における位置（例えば、各候補の時間-周波数
における位置と第１の成分の時間-周波数における位置間の関係）を事前に約定すること
が必要である。たとえば、同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数における位置は（
Ｆ１,Ｔ１）であり、Ｆ１は周波数領域における位置であり、Ｔ１は時間領域における位
置である。Ｆ１は、第１の成分に占有された時間-周波数リソースのうちの最低周波数、
または、中間周波数、または、最高周波数であり得る。Ｔ１は、第１の成分に占有された
時間-周波数リソースのうちの最も早い時刻、最も遅い時刻、または中間の時刻であり得
る。該同期ブロック内の第２の成分候補の時間-周波数における位置は、（Ｆ１+g１, Ｔ
１+h１）、 （Ｆ１+g２, Ｔ１+h２）、（Ｆ１+g３, Ｔ１+h３）及び（Ｆ１+g４, Ｔ１+h
４）を含む。ここで、g１,g２, g３, g４及びh１,h２,h３,h４は、固定値であり、プロト
コルで約定されてもよく、または、ユーザ機器に対してネットワーク側によって設定する
ことができる（たとえば、他のネットワークによりユーザ機器に対して設定する）。図２
は、同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数における位置及び第２の成分候補の時間-
周波数における位置を示す。ネットワーク側は、４つの候補の時間-周波数における位置
のうちの１つを第２の成分の時間周波数における位置として選択することができる。図２
は、同期ブロックにおける第１成分の時間周波数位置と第２成分の候補時間周波数位置を
示している。ネットワーク側は、４つの候補時間周波数位置のうちの１つを第２の成分の
時間周波数位置として選択することができる。ここでは一例として第２成分の時間-周波
数における位置候補は４つあり、それ以外の数の時間-周波数候補位置についてもこれと
類似するので、ここでの繰り返しの説明は省略する。
【００５７】
　本発明の実施形態に係る技術案を説明するために、「第１」、「第２」などの用語は、
同期ブロック内の異なる成分を互いに区別するために用いられてきたが、同期ブロック内
の成分の数、それらの送信順序および動作優先順位は、それらに限定されない。第１の成
分は同期ブロック内の成分のうちのいずれか１つを指し、第２の成分は同期ブロック内の
第１の成分以外の他の同期ブロックのうちのいずれか１つを指す。同期ブロック内の任意
の２つの成分で異なる初期アクセス信号が送信され、および／またはそれらは異なる時間
周波数リソースを介して送信される。「第１」、「第２」などの用語は、同期ブロック内
の複数の識別情報を互いに区別するために使用されてきたが、同期ブロック内の識別情報
の動作優先度限定しない。
【００５８】
　本発明の実施例に係る「複数の」は、２つまたは２つ以上を示す。
【００５９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながらさらに詳細に説明する。 説明
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される実施形態は、本発明を例示および説明することのみを意図しており、本発明をそれ
に限定することを意図していないことを理解されたい。
【００６０】
　図３に示す実施例に係る初期アクセス信号の送信方法は、以下のステップを備える。
【００６１】
　S３１において、送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定し、前記
同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含まれ、
異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
【００６２】
　好ましくは、前記識別情報の数は、１であってもよく、複数であってもよい。前記識別
情報は、前記同期ブロックを送信するＴＲＰが位置する領域の識別子と、前記同期ブロッ
クを送信するＴＲＰの識別子と、前記同期ブロックを送信する時間情報と、前記同期ブロ
ックを送信するのに用いられるビームの識別子と、前記同期ブロックを送信するＴＲＰが
位置する領域とのうちの少なくとも１つを含む。
【００６３】
　１つのエリアは、従来のセルまたはシステム情報エリアに対応する。本発明の実施形態
はそれに限定されないが、当然のことながら、他の領域を定義することができる。
【００６４】
　好ましくは、前記同期ブロックを送信する時間情報は、前記同期ブロックを送信するの
に用いられるＯＦＤＭシンボルの識別子（たとえば、システムにおけるＯＦＤＭシンボル
インデックス）であることができ、または前記同期ブロックを送信するのに用いられるサ
ブフレームの識別子（たとえば、システムにおけるサブフレームインデックス）であるこ
ともできる。本発明に係る実施例は、それを限定しない。
【００６５】
　本発明に係る実施例では、同期ブロックは、１つ、または、複数の識別情報に対応し、
識別情報の数をＭとする。同期ブロックに対応する識別情報を（ＩＤ１,ＩＤ２,…,ＩＤ
Ｍ）とし、それぞれが第１識別子、第２識別子,…, 第Ｍ識別子である。各識別情報の値
範囲、たとえば、ＩＤ１の値の範囲は０から５０３、ＩＤ２の値の範囲は０から９９など
である（ここでの値の範囲は例としてのみ示されている）。
【００６６】
　同期ブロックの識別情報の数及び該同期ブロック内の成分の数は、同じであるか、異な
る。同期ブロックの識別情報により、該同期ブロック内の全部、または、一部成分の初期
アクセス信号に用いられるシーケンス（すなわち、同期ブロックの識別情報及び該同期ブ
ロックにより伝送される初期アクセス信号の間にマッピング関係を有する）を決定するこ
とができ、また、該同期ブロックの識別情報に基づき、該同期ブロック内の少なくとも１
つの成分の時間-周波数における位置を決定する。
【００６７】
　たとえば、前記同期ブロックの識別情報は４つあり、第１の識別子は、前記同期ブロッ
クを送信するＴＲＰが位置する領域の識別子（たとえば、セルＩＤ）であり、第２の識別
子は、前記同期ブロックを送信するＴＲＰの識別子であり、第３の識別子は前記同期ブロ
ックを送信するのに用いられるビームの識別子であり、第４つの識別子は、前記同期ブロ
ックを送信するのに用いられるＯＦＤＭシンボルの識別子である。別の例では、前記同期
ブロックの識別情報は２つであり、第１の識別子は、前記同期ブロックを送信するＴＲＰ
が位置する領域の識別子（たとえば、セルＩＤ）であり、第２の識別子は前記同期ブロッ
クを送信するＴＲＰの識別子和前記同期ブロックを送信するのに用いられるビームの識別
子である。
【００６８】
　S３２において、前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分におい
て伝送される初期アクセス信号を決定する。
【００６９】
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　S３３、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定
し、それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセ
ス信号を送信する。
【００７０】
　本発明に係る実施例では、ネットワーク側は、まず同期ブロックの識別情報を決定し、
識別情報に基づき、同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期アクセス信
号を決定することにより、それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、
前記成分の初期アクセス信号を送信する。同期ブロックにより初期アクセス信号を定義し
、同期ブロックの識別情報と当該同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初
期アクセス信号及び/または時間-周波数における位置間のマッピング関係を定義して、ユ
ーザ機器が見つけた初期アクセス信号に基づいて、当該同期ブロックの識別情報を取得す
ることができるようになる。同期ブロックの識別情報が当該同期ブロック伝送の初期アク
セス信号の伝送と関連するため、ユーザ機器が初期アクセス信号伝送の関連情報を識別す
る複雑さを低減することができる。また、同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応
する候補シーケンスの数を制御することにより、ユーザ機器の同期検索の複雑さをさらに
低減することができる。
【００７１】
　本発明に係る実施例では、同期ブロックの識別情報と、前記同期ブロック内のそれぞれ
の成分との間のマッピング関係について、以下の３つの可能な実装形態がある。
【００７２】
　形態１において、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の１つの
成分に対応し、すなわち、前記同期ブロックの識別情報と前記同期ブロック内の成分は、
１対１の関係である。
【００７３】
　該形態において、S３２に係る前記識別情報に基づき、前記同期ブロックに含まれる各
成分において伝送される初期アクセス信号を決定する場合、前記同期ブロック内のそれぞ
れの成分に対し、前記成分に対応する識別情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に
用いられるシーケンスを決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセ
ス信号を生成する。
【００７４】
　実施では、前記成分に対応する識別情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用い
られるシーケンスを決定するには、さらに以下の２つの形態を有することができる。
【００７５】
　（１）前記成分に対応する識別情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられ
るシーケンスのインデックスを決定する。前記インデックスに基づき、前記成分に対応す
るシーケンス集合から、前記インデックスに対応するシーケンスを決定する。
【００７６】
　前記同期ブロック内の第１成分の例を挙げて説明する。第１成分の候補シーケンスは、
Ｐ個であり、インデックスは０~P-１であり、第１成分に対応する識別情報がＩＤ１であ
れば、該第１成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスのインデックスはＩＤ１ 
ｍｏｄ Ｐである。
【００７７】
　（２）前記成分に対応する識別情報に基づき、ｍシーケンスを生成し、前記ｍシーケン
スを、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定する。
【００７８】
　依然として、前記同期ブロック内の第１成分の例を挙げて説明する。前記第１成分に対
応する識別情報がＩＤ１であれば、ＩＤ１をｍシーケンスの初期化値とし、該初期化値m
に基づき、シーケンスを生成し、生成されたｍシーケンスを、第１成分の初期アクセス信
号に用いられるシーケンスとする。
【００７９】
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　もちろん、上記１つの実施形態の以外、他の実施形態を採用することもでき、本発明に
係る実施例は、具体的な実施形態を限定しない。
【００８０】
　該形態では、好ましくは、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対
応する識別情報のうちの一部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用い
られるシーケンスを決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信
号を生成する。
【００８１】
　また、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報のう
ちの他のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定する。
【００８２】
　前記成分に対応する識別情報に１０ビット情報が含まれるとすれば、そのうちの６ビッ
ト情報前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定し、残りの４ビット情
報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定する。
【００８３】
　形態２、前記同期ブロックの１つの識別情報は、前記同期ブロック内の少なくとも２つ
の成分に対応し、すなわち、同期ブロック内の識別情報と、該同期ブロック内の成分は、
１対多の関係である。
【００８４】
　該形態では、S３２に係る前記識別情報に基づき、前記同期ブロックに含まれる各成分
において伝送される初期アクセス信号を決定する場合、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報に基づき、
前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定し、決定されたシーケンスに
基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
【００８５】
　同期ブロックの第１識別子が該同期ブロック内の第１成分及び第２成分に対応すると仮
説する。たとえば、第１識別子は、セルＩＤ及びビームＩＤであれば、セルＩＤに基づき
、第１成分に対応する候補シーケンスを決定し、及びビームＩＤに基づき、第２成分に対
応する候補シーケンスを決定する。別の例では、該第１識別子に１０ビット情報が含まれ
ば、該第１識別子内の前の５ビット情報に基づき、第１成分に対応する候補シーケンスを
決定し、該第１識別子内の後ろの５ビット情報に基づき、第２成分に対応する候補シーケ
ンスを決定する。
【００８６】
　該形態では、前記成分に対応する識別情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用
いられるシーケンスを決定するプロセスは、形態１と類似するため、この以上説明しない
。
【００８７】
　形態３において、前記同期ブロック内の少なくとも２つの識別情報は、前記同期ブロッ
ク内の１つの成分に対応し、すなわち、同期ブロック内の識別情報と該同期ブロック内の
成分は、多対１の関係である。
【００８８】
　該形態では、S３２に係る前記識別情報に基づき、前記同期ブロックに含まれる各成分
で伝送されるべき初期アクセス信号を決定する場合、
　前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する少なくとも２つの識
別情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定し、決定さ
れたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
【００８９】
　例を挙げて説明する。前記同期ブロックの識別情報が３つであり、第１の識別子が前記
同期ブロック中第１の成分に対応し、第１の識別子と第２の識別子は前記同期ブロック中
第２の成分に対応し、第１の識別子、第２の識別子及び第３の識別子は前記同期ブロック
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中第３の成分に対応すれば、第１の識別子に基づき、第１の成分の初期アクセス信号に用
いられるシーケンスを決定する。第１の識別子及び第２の識別子に基づき、第２の成分の
初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定する。第１の識別子、第２の識別子及び
第３の識別子に基づき、第３の成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定す
る。
【００９０】
　該形態では、前記成分に対応する少なくとも２つの識別情報に基づき、前記成分の初期
アクセス信号に用いられるシーケンスを決定するには、以下４つの実現形態を有する。
【００９１】
　１、前記少なくとも２つの識別情報のうちのそれぞれの識別情報に基づき、所定の該識
別情報に対応する候補シーケンス集合から、１つの候補シーケンスを選択する。また、選
出された候補シーケンスに対してプリセット演算（たとえば、ビットごとの加算演算、Ｘ
ＯＲ演算、積演算など）が行われ、その演算結果として得られたシーケンスを、前記成分
の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定する。
【００９２】
　例を挙げて説明する。前記同期ブロックの識別情報が２つであり、第１識別子と第２識
別子とする。前記同期ブロック内の成分は２つであり、第１成分及び第２成分とする。こ
こで、第１識別子は第１成分に対応し、第１識別子及び第２識別は第２成分に対応する。
所定の第１識別子に対応する第１候補シーケンス集合にＰ個の候補シーケンスがあり、イ
ンデックスは０~P-１であり、所定の第２識別子に対応する第２候補シーケンス集合にQ個
の候補シーケンスがあり、インデックスは０~Q-１である。第１識別子がＩＤ１、第２識
別子がＩＤ２であれば、第１候補シーケンス集合からインデックスが（ＩＤ１ ｍｏｄ Ｐ
）である候補シーケンスを選出し、第２候補シーケンス集合からインデックスが（ＩＤ２
 mod Q）である候補シーケンスを選出する。この２つの候補シーケンスに対しビットごと
の加算演算を行った後に得られたシーケンスを、第２成分の初期アクセス信号に用いられ
るシーケンスとして決定する。
【００９３】
　２、前記少なくとも２つの識別情報のうちのそれぞれの識別情報に基づき、ｍシーケン
スを生成し、生成されたｍシーケンスに対して、プリセット演算（たとえば、ビットごと
の加算演算、ＸＯＲ演算、積演算など）が行われ、その演算結果として得られたシーケン
スを、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定する。
【００９４】
　例を挙げて説明する。前記同期ブロックの識別情報が２つであり、第１識別子と第２識
別子とする。前記同期ブロック内の成分は２つであり、第１成分及び第２成分とする。こ
こで、第１識別子は第１成分に対応し、第１識別子及び第２識別は第２成分に対応する。
第１識別子がＩＤ１、第２識別子がＩＤ２であれば、ＩＤ１とＩＤ２それぞれを初期化値
としてｍシーケンスを生成し、これら２つのｍシーケンスのビットごとの合計の結果とし
て得られたシーケンスを第２成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定
する。
【００９５】
　３、前記少なくとも２つの識別情報に対してプリセット演算が実行され、演算の結果得
られる値に従ってｍシーケンスを生成し、生成されたｍシーケンスを、前記成分の初期ア
クセス信号に用いられるシーケンスとして決定する。
【００９６】
　例を挙げて説明する。前記同期ブロックの識別情報が２つであり、第１識別子と第２識
別子とする。前記同期ブロック内の成分は２つであり、第１成分及び第２成分とする。こ
こで、第１識別子は第１成分に対応し、第１識別子及び第２識別は第２成分に対応する。
第１識別子がＩＤ１、第２識別子がＩＤ２であれば、まずＩＤ１とＩＤ２に対してプリセ
ット演算が実行され、たとえば、ＩＤ１*１００+ ＩＤ２、そして、（ＩＤ１*１００+ Ｉ
Ｄ２）を初期化値ｍとして、シーケンスを生成し、このｍシーケンスを、第２成分の初期
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アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定する。
【００９７】
　４、前記少なくとも２つの識別情報のうちの一部の識別情報それぞれに基づき、ｍシー
ケンスを生成し、また、前記少なくとも２つの識別情報中の残りの識別情報に基づき、所
定の候補シーケンス集合から、候補シーケンスを選択する。生成されたｍシーケンス及び
選択された候補シーケンスに対して、プリセット演算（たとえば、ビットごとの加算演算
、ＸＯＲ演算、積演算など）が行われ、その演算結果として得られたシーケンスを、前記
同期ブロック内の対応の成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定する
。
【００９８】
　例を挙げて説明する。前記同期ブロックの識別情報が２つであり、第１識別子と第２識
別子とする。前記同期ブロック内の成分は２つであり、第１成分及び第２成分とする。こ
こで、第１識別子は第１成分に対応し、第１識別子及び第２識別は第２成分に対応する。
所定の第１識別子に対応する第１候補シーケンス集合にＰ個の候補シーケンスがあり、イ
ンデックスは０~Ｐ-１であり、第１識別子がＩＤ１、第２識別子がＩＤ２であれば、第１
候補シーケンス集合からインデックスが（ＩＤ１ ｍｏｄ Ｐ）である候補シーケンスを選
出し、また、ＩＤ２を初期化値mとしてシーケンスを生成し、選択された候補シーケンス
と生成されたｍシーケンスとのビットごとの合計の結果として得られたシーケンスは、第
２成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスとして決定される。
【００９９】
　もちろん、同期ブロックにおいて送信されるべきそれぞれの成分の初期アクセス信号が
決定される上記の３つの形態以外の他の形態があり、本発明に係る実施例では、具体的な
実施形態を限定しない。
【０１００】
　上述のいずれの１つの実施例に基づき、S３３において、前記同期ブロックに含まれる
各成分に占有された時間-周波数リソースを決定する場合、以下のような形態を有する
【０１０１】
　形態１、前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一
部または全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定する。
【０１０２】
　該形態では、同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置が複
数であれば、該成分に対応する識別情報に基づき、該複数の時間-周波数における位置か
ら１つを選出する。
【０１０３】
　例を挙げて説明する。同期ブロック内の第１成分に対応する識別情報がＩＤ１であり、
所定の第１成分の時間-周波数における位置はM個があれば、第１成分の時間-周波数にお
ける位置が該M個の時間-周波数における位置のうちの（ＩＤ１ ｍｏｄ Ｍ）番目であると
決定する。
【０１０４】
　形態２、前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１
対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波
数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間
-周波数における位置間の関係を示す。
【０１０５】
　該形態では、所定の同期ブロック内のそれぞれの成分間の時間-周波数における位置関
係は、第１対応関係として事前定義することができる。こうして、前記同期ブロック内の
任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロ
ック内の該任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数における位置を決定する。
【０１０６】
　形態３、前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波
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数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数に
おける位置を決定する。
【０１０７】
　該形態では、同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置は、
決定された時間-周波数における位置的成分の時間-周波数における位置により決定される
。ここで、それぞれの成分の時間-周波数における位置の関数関係は予め定義され得る。
【０１０８】
　例を挙げて説明する。同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数における位置が決定
されたとすれば、該同期ブロック内の第１の成分の時間-周波数における位置に基づき、
該同期ブロック中第２の成分の時間-周波数における位置を決定し、該同期ブロック内の
第１の成分和第２の成分の時間-周波数における位置に基づき、該同期ブロック内の第３
の成分の時間-周波数における位置を決定する。各成分の時間-周波数における位置を決定
完了するまでに、このように、類推することができる。
【０１０９】
　もちろん、上記３つの形態の以外の形態を採用することもできる。たとえば、所定の同
期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置。
【０１１０】
　上述の任意の１つの実施例において、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数におけ
る位置が少なくとも２つであれば、前記方法では、前記成分の少なくとも２つの時間-周
波数における位置から、１つを選出して前記成分の最後の時間-周波数における位置とす
る。
【０１１１】
　上述任意の１つの実施例において、ユーザ機器側が同一の領域での同期検索の複雑さを
低減するため、好ましくは、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前記同期ブロ
ック内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別情報に基づいて決
定されたものである。こうして、ユーザ機器側が同一の領域において、任意の１つの同期
ブロック内の成分が見つかった後、すなわち、前記領域の識別子（すなわち、領域ＩＤ）
を知ることができる。
【０１１２】
　同様な発明思想に基づき、図４に示す実施例は、初期アクセス信号の受信方法を提供し
、上述の図３に示す送信方法実施例と同様な部分は、図３に示す実施例の説明を参考すれ
ばよく、繰り返して説明しない。前記受信方法は、以下のステップを備える。
【０１１３】
　S４１において、同期ブロックを検索し、前記同期ブロックには、初期アクセス信号を
伝送するための少なくとも２つの成分が含まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異な
る時間-周波数リソースを占有する。
【０１１４】
　S４２において、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前記少
なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも１つ
の成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【０１１５】
　ここで、前記識別情報は図３に示す実施例に関する説明を参考すればよいため、繰り返
して説明しない。
【０１１６】
　本発明に係る実施例では、ユーザ機器側前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が
見つかった後、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき
、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。同期ブ
ロックの識別情報が当該同期ブロック伝送の初期アクセス信号の伝送と関連するため、ユ
ーザ機器側で初期アクセス信号伝送に関する情報を認識する複雑さを低減した。また、同
期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスの数を制御することによ
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り、ユーザ機器側での同期検索の複雑さをさらに低減することができる。
【０１１７】
　可能の実施形態では、S４２の前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アク
セス信号に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を
決定する場合、具体的に、以下２つの実施形態を含む。
【０１１８】
　形態１、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられる
シーケンスに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報
を決定する。
【０１１９】
　該形態では、同期ブロックの識別情報と同期ブロック内の各成分において伝送される初
期アクセス信号間の異なるマッピング関係に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応す
る前記同期ブロックの識別情報を決定する。具体的なプロセスは図３に示す実施例に関す
る記載を参考することができる。
【０１２０】
　形態２、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられる
シーケンス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少
なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【０１２１】
　該形態において、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用
いられるシーケンスに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの
識別情報内の一部のビット情報を決定し、また、前記少なくとも１つの成分の時間-周波
数における位置に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別
情報内の残りビット情報を決定する。具体的なプロセスは図３に示す実施例に関する記載
を参考することができる。
【０１２２】
　可能な実施形態では、S４１において同期ブロックを検索する場合、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１２３】
　ここで、所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスプロト
コルで事前定義することができ、または、ネットワーク側により設定することもできる（
たのネットワークにより設定し、たとえば、低周波のネットワークによりユーザ機器側に
対して高周波ネットワークに用いられるシーケンスを設定する）。
【０１２４】
　本発明に係る実施例では、ユーザ機器側が同期ブロックを検索する場合、前記同期ブロ
ック内のそれぞれの成分に対応する各候補シーケンスを、受信した時間領域信号とそれぞ
れ相関させ、たとえば、任意の１つの候補シーケンスが受信した時間領域信号と相関され
た後にピークが発生する場合、ネットワーク側が対応の時間-周波数における位置で該候
補シーケンスにより生成された初期アクセス信号を送信したと判断でき、時間-周波数同
期を取得する。また、前記同期ブロックの識別情報を識別することができる。
【０１２５】
　同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンスを、受信した時間領域信
号と関連させる場合、複数のピークが存在し、すなわち、該領域内の複数の同期ブロック
が存在する。また、各同期ブロックごとにさらに後続の動作を実行することができ、すな
わち、該同期ブロック内の他の成分を検索し、該同期ブロックの識別情報を識別する。ま
た、該複数の同期ブロックから１つの同期ブロックを選択し、その後の動作が選択された
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同期ブロックに対してのみ実行されてもよい。たとえば、最高のピークを有する同期ブロ
ックが後続の動作のために選択されてもよい。
【０１２６】
　上述の任意の１つの実施例、可能な実施形態では、S４１において同期ブロックを検索
する場合、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１２７】
　ここで、所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置は、
プロトコルで事前定義することができ、または、ネットワーク側により設定することもで
きる（他のネットワークにより設定し、たとえば、低周波のネットワークによりユーザ機
器側に対して高周波ネットワーク内の同期ブロック内の各成分の時間-周波数における位
置を設定する）。
【０１２８】
　また、同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なくとも２つであれば、
前記成分の核時間-周波数における位置において、前記成分を検索する。
【０１２９】
　可能の実施形態では、前記同期ブロック内の任意の１つの成分を検索する場合、具体的
には、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【０１３０】
　上述の任意の１つの実施例において、同じ領域内のそれぞれの同期ブロックに対し、前
記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の初期アクセス信号は、前記領域の識別子に基
づいて決定されたものである。
【０１３１】
　上記方法の処理フローは、ソフトウェアプログラムで実行することができ、そのソフト
ウェアプログラムは記憶媒体に格納することができ、格納されたソフトウェアプログラム
が呼び出されると、上記方法のステップを実行することができる。
【０１３２】
　同様な発明思想に基づき、本発明に係る実施例は、初期アクセス信号の送信装置をさら
に提供し、該装置の課題解決原理は、図３に示す受信方法と類似するため、該装置の実施
は、上述の図３に示す方法の実施に関する記載を参考することができ、繰り返して説明し
ない。
【０１３３】
　図５に示す実施例に係る初期アクセス信号の送信装置は、
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定する第１決定モジュール５
１と、
　前記識別情報に基づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期
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アクセス信号を決定し、また、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-
周波数リソースを決定する第２決定モジュール５２と、
　それぞれの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、前記成分の初期アクセス
信号を送信する伝送モジュール５３とを備える。
【０１３４】
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
【０１３５】
　可能な実施形態では、前記第２決定モジュール５２は、前記同期ブロック内のそれぞれ
の成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または全部のビット情報に基づき、
前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケンスを決定し、決定されたシーケンスに
基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する。
【０１３６】
　可能な実施形態では、前記第２決定モジュール５２は、前記同期ブロック内の１つの成
分に対し、前記成分に対応する識別情報内の一部または全部のビット情報に基づき、前記
成分の時間-周波数における位置を決定し、または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、決定前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の第２成分の時間-周波
数における位置、関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置
間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定する。
【０１３７】
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なく
とも２つであれば、前記第２決定モジュール５２は、前記成分の少なくとも２つの時間-
周波数における位置から、１つを選出して前記成分の最後の時間-周波数における位置と
する。
【０１３８】
　図６に示す実施例に係る初期アクセス信号の送信装置は、送受信機と、前記送受信機に
接続される少なくとも１つのプロセッサとを備える。
【０１３９】
　前記プロセッサ６００は、メモリ６２０に格納されたプルグラムを読み出し、
　送信待機の同期ブロックの少なくとも１つの識別情報を決定し、前記同期ブロックには
、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含まれ、異なる成分は、前
記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有し、前記識別情報に基づき、前記同
期ブロック内のそれぞれの成分において伝送される初期アクセス信号を決定し、また、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分に占有された時間-周波数リソースを決定し、それぞ
れの成分に占有された時間-周波数リソースにおいて、送受信機により、６１０前記成分
の初期アクセス信号を送信する。
【０１４０】
　前記送受信機６１０は、プロセッサ６００の制御によりデータを送受信する。
【０１４１】
　ここで、図６において、バスアーキテクチャは、いずれ数の相互接続するバス及びブリ
ッジを備える。具体的に、プロセッサ６００が代表となる１つまたは複数のプロセッサ及
びメモリ６２０が代表となるメモリの多様な回路により接続される。バスアーキテクチャ
は、外部設備、電圧レギュレーター及び電力管理回路等の他の回路を接続することもでき
る。これらは、当該分野の周知技術であるため、本発明において、詳細に説明しない。バ
スインタフェースはインタフェースを提供する。送受信機６１０は、複数の部品であるこ
とができ、すなわち、送信機及び送受信機を備え、伝送媒体において、他の装置と通信す
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るユニットを提供する。プロセッサ６００は、バスアーキテクチャ及び通常の処理を管理
し、メモリ６２０は、プロセッサ６００動作する際に利用するデータを記憶することがで
きる。
【０１４２】
　可能な実施形態では、プロセッサ６００は、メモリ６２０に格納されたプルグラムを読
み出し、前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の
一部または全部のビット情報に基づき、前記成分の初期アクセス信号に用いられるシーケ
ンスを決定し、決定されたシーケンスに基づき、前記成分の初期アクセス信号を生成する
。
【０１４３】
　可能な実施形態では、前記プロセッサ６００は、メモリ６２０に格納されたプルグラム
を読み出し、前記同期ブロック内の１つの成分に対し、前記成分に対応する識別情報内の
一部または全部のビット情報に基づき、前記成分の時間-周波数における位置を決定し、
または、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分の時間-周波数における位置及び第１対応関係
に基づき、前記同期ブロック内の前記任意の１つの成分以外の成分の時間-周波数におけ
る位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数
における位置間の関係を示し、または、
　前記同期ブロック内の時間-周波数における位置が決定された成分の時間-周波数におけ
る位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分の時間-周波数における位
置を決定する。
【０１４４】
　可能な実施形態では、前記同期ブロック内の成分の時間-周波数における位置が少なく
とも２つであれば、前記プロセッサ６００は、メモリ６２０に格納されたプルグラムを読
み出し、前記成分の少なくとも２つの時間-周波数における位置から、１つを選出して前
記成分の最後の時間-周波数における位置とする。
【０１４５】
　同様な発明思想に基づき、本発明に係る実施例は、初期アクセス信号の受信装置をさら
に提供し、該装置の課題解決原理は、図４に示す受信方法と類似するため、該装置の実施
は、上述の図４に示す方法の実施に関する記載を参考することができ、繰り返して説明し
ない。
【０１４６】
　図７に示す実施例に係る初期アクセス信号の受信装置は、
　同期ブロックを検索する検索モジュール７１と、
　前記検索モジュールが前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前
記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する処理モジュール７２とを備
える。
【０１４７】
　前記同期ブロックには、初期アクセス信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含
まれ、異なる成分は、前記同期ブロックの異なる時間-周波数リソースを占有する。
【０１４８】
　可能な実施形態では、前記処理モジュール７２は、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
スに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定し
、または、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【０１４９】
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　可能な実施形態では、前記検索モジュール７１は、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基づき、前記
同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１５０】
　可能な実施形態では、前記検索モジュール７１は、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１５１】
　可能な実施形態では、前記検索モジュール７１は、
　前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報の一部に基
づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数における位
置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【０１５２】
　図８に示す実施例に係る初期アクセス信号の受信装置は、送受信機と、前記送受信機に
接続される少なくとも１つのプロセッサとを備える。
【０１５３】
　前記プロセッサ８００は、メモリ８２０に格納されたプルグラムを読み出し、
　送受信機により、８１０同期ブロックを検索し、前記同期ブロックには、初期アクセス
信号を伝送するための少なくとも２つの成分が含まれ、異なる成分は、前記同期ブロック
の異なる時間-周波数リソースを占有し、
　前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分が見つかった後、前記少なくとも１つの成
分において伝送される初期アクセス信号に基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する
前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【０１５４】
　前記送受信機８１０は、プロセッサ８００の制御によりデータを送受信する。
　ここで、図８において、バスアーキテクチャは、いずれ数の相互接続するバス及びブリ
ッジを備える。具体的に、プロセッサ８００が代表となる１つまたは複数のプロセッサ及
びメモリ８２０が代表となるメモリの多様な回路により接続される。バスアーキテクチャ
は、外部設備、電圧レギュレーター及び電力管理回路等の他の回路を接続することもでき
る。これらは、当該分野の周知技術であるため、本発明において、詳細に説明しない。バ
スインタフェースはインタフェースを提供する。送受信機８１０は、複数の部品であるこ
とができ、すなわち、送信機及び受信機を備え、伝送媒体を介して他の装置と通信するユ
ニットを提供する。異なるユーザ設備に対し、ユーザインタフェース８３０、外部接続ま
たは内部接続に必要な設備のインタフェースであることもできる。接続する設備は、キー
パッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロホン、ジョイスティック等を備えるが、これ
に限られない。
【０１５５】
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　プロセッサ８００は、バスアーキテクチャ及び通常の処理を管理し、メモリ８２０は、
プロセッサ８００動作する際に利用するデータを記憶することができる。
【０１５６】
　可能な実施形態では、前記プロセッサ８００は、メモリ８２０に格納されたプルグラム
を読み出し、前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられ
るシーケンスに基づき、前記少なくとも１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情
報を決定し、または、
　前記少なくとも１つの成分において伝送される初期アクセス信号に用いられるシーケン
ス及び前記少なくとも１つの成分の時間-周波数における位置に基づき、前記少なくとも
１つの成分に対応する前記同期ブロックの識別情報を決定する。
【０１５７】
　可能な実施形態では、前記プロセッサ８００は、メモリ８２０に格納されたプルグラム
を読み出し、所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分に対応する候補シーケンスに基
づき、前記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　決定された識別情報に基づき、前記同期ブロック内の少なくとも１つの成分に対応する
候補シーケンスを決定し、前記少なくとも１つの成分に対応する候補シーケンスに基づき
、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１５８】
　可能な実施形態では、前記プロセッサ８００は、メモリ８２０に格納されたプルグラム
を読み出し、
　所定の前記同期ブロック内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置において、前
記同期ブロック内のそれぞれの成分を検索し、または、
　前記同期ブロック内の第１成分が見つかった後、前記同期ブロック内の第１成分の時間
-周波数における位置及び第１対応関係に基づき、前記同期ブロック内の前記第１成分以
外の第２成分の時間-周波数における位置を決定し、前記第１対応関係は、同期ブロック
内のそれぞれの成分の時間-周波数における位置間の関係を示し、前記第２成分の時間-周
波数における位置において、前記第２成分を検索し、または、
　見つかった成分の時間-周波数における位置に基づき、前記同期ブロック内の少なくと
も１つの成分の時間-周波数における位置を決定し、前記少なくとも１つの成分の時間-周
波数における位置において、前記少なくとも１つの成分を検索する。
【０１５９】
　可能な実施形態では、前記プロセッサ８００は、メモリ８２０に格納されたプルグラム
を読み出し、前記同期ブロック内の任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の情報
の一部に基づき、前記任意の１つの成分を検索し、前記任意の１つの成分の時間-周波数
における位置を決定し、
　前記任意の１つの成分に対応する候補シーケンス内の残りの情報に基づき、前記任意の
１つの成分の初期アクセス信号を決定する。
【０１６０】
　本分野の技術者として、本発明の実施形態が、方法、システムまたはコンピュータプロ
グラム製品を提供できるため、本発明は完全なハードウェア実施形態、完全なソフトウェ
ア実施形態、またはソフトウェアとハードウェアの両方を結合した実施形態を採用できる
ことがかわるはずである。さらに、本発明は、一つまたは複数のコンピュータプログラム
製品の形式を採用できる。当該製品はコンピュータ使用可能なプログラムコードを含むコ
ンピュータ使用可能な記憶媒体（ディスク記憶装置、ＣＤ-ＲＯＭ、光学記憶装置等を含
むがそれとは限らない）において実施する。
【０１６１】
　以上は本発明の実施形態の方法、装置（システム）、およびコンピュータプログラム製
品のフロー図および／またはブロック図によって、本発明を記述した。理解すべきことは
、コンピュータプログラム指令によって、フロー図および／またはブロック図における各
フローおよび／またはブロックと、フロー図および／またはブロック図におけるフローお
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ム指令を、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、組込み式処理装置、または他のプログ
ラム可能なデータ処理装置設備の処理装置器に提供でき、コンピュータまたは他のプログ
ラム可能なデータ処理装置のプロセッサは、これらのコンピュータプログラム指令を実行
し、フロー図における一つまたは複数のフローおよび／またはブロック図における一つま
たは複数のブロックに指定する機能を実現する。　
【０１６２】
　これらのコンピュータプログラム指令は又、コンピュータまたは他のプログラム可能な
データ処理装置を特定形態で動作させるコンピュータ読取記憶装置に記憶できる。これに
よって、指令を含む装置は当該コンピュータ読取記憶装置内の指令を実行でき、フロー図
における一つまたは複数のフローおよび／またはブロック図における一つまたは複数のブ
ロックに指定する機能を実現する。
【０１６３】
　これらコンピュータプログラム指令はさらに、コンピュータまたは他のプログラム可能
なデータ処理装置設備に実装もできる。コンピュータプログラム指令が実装されたコンピ
ュータまたは他のプログラム可能設備は、一連の操作ステップを実行することによって、
関連の処理を実現し、コンピュータまたは他のプログラム可能な設備において実行される
指令によって、フロー図における一つまたは複数のフローおよび／またはブロック図にお
ける一つまたは複数のブロックに指定する機能を実現する。　
【０１６４】
上述した実施形態に記述された技術的な解決手段を改造し、またはその中の一部の技術要
素を置換することもできる。そのような、改造と置換は本発明の各実施形態の技術の範囲
から逸脱するとは見なされない。
【０１６５】
　無論、当業者によって、上述した実施形態に記述された技術的な解決手段を改造し、ま
たはその中の一部の技術要素を置換することもできる。そのような、改造と置換は本発明
の各実施形態の技術の範囲から逸脱するとは見なされない。そのような改造と置換は、す
べて本発明の請求の範囲に属する。　
【０１６６】
　本出願は、２０１６年７月１５日に中国特許局に提出し、出願番号が２０１６１０５６
２３４０.２であり、発明の名称が「初期アクセス信号の伝送方法及び装置」との中国特
許出願を基礎とする優先権を主張し、その開示の総てをここに取り込む。
【符号の説明】
【０１６７】
　５１　第１決定モジュール
　５２　第２決定モジュール
　５３　伝送モジュール
　７１　検索モジュール
　７２　処理モジュール
　６００　　　プロセッサ
　６１０　　　送受信機
　６２０　　　メモリ
　８００　　　プロセッサ
　８１０　　　送受信機
　８２０　　　メモリ
　８３０　　　ユーザインタフェース
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